
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 美濃加茂市立伊深小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月２日（日）～１１月１８日（火） 

 

実 施 概 要 

①子ども祭り：地域や保護者の方に、日頃のお礼や感謝を伝える。 
②伊深町文化祭参加：全学年図工作品出展、３・４年音楽発表 
③地域の方とのふれあい：地域のお年寄りから昔の遊びや文化を教わ
る。 

④地域の方による読み聞かせ･朗読を学ぶ。 
⑤正眼短大陶芸教室・文化祭参加 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ✓自然   □歴史   ✓文化   □産業   ✓その他 

 公開の方法 
  ✓授業公開 ✓成果発表 ✓交流活動 □講演会等 
 
  ✓地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 １２０ 人 

計 ３５５ 人 
地域関係者 ２３５ 人 

 

実 施 状 況 

◇１１月２日(日) 伊深町文化祭 
(全学年作品出展 ３･４年生音楽発表) 
   文化祭には、子ども達の絵画、工作の作品(５８点)が体育館に展
示された。地域の人に子ども達の表現豊かな力作を見ていただくこ
とができた。また、３･４年生２５名は、保護者･地域の方に音楽の
時間等に練習してきた｢咲かせよう 笑顔の花を｣の合唱や｢風にな
りたい｣の合奏を披露した。 

◇１１月６日(水) 伊深っ子クラブ(竹とんぼ) 
   原則、毎月第２水曜日の６校時に地域の講師の方をお招きし、１
年生から３年生の児童を対象に、伊深の自然を教えて頂いたり、地
域の自然を生かしたおもちゃで遊んだりしてふれあい体験活動を行
っている。この日は、地域講師手作りの竹とんぼで遊んだ。 

◇１１月１８日(火) 子ども祭り（ほほえみ参観日・市連Ｐほほえみ参観） 
   地域･祖父母･保護者１２０名ほどの方に参加して頂き、児童会主
催の「子ども祭り」を開催した。今年度全校で取り組んできた朗読
劇を披露した。また、８つの異年齢集団の中に入って頂き、子ども
たちと一緒に手作りのトントン相撲で楽しく交流した。また、全体
会では、日頃の感謝の気持ちを伝えるとともに、手作りの小物をプ
レゼントした。 

◇１０月２４日(金)、１１月７日(金) 読み聞かせ 講師5名 
   伊深朗読サークルの方が、各学年に１名ずつ入り、「朝の活動」
時に本の読み聞かせをしていただいた。 

◇１０月１７日（金）１１月１５日(土)  正眼短大陶芸教室・文化祭 
   ２年生児童、保護者、教職員が、校区にある正眼短大の陶芸教室
に参加しプロの陶芸家から陶芸の技を学んだ。短大の文化祭にも多
くの児童が参加した。 



 

成果及び課題 

＜成果＞ 
◇ 地域の行事に参加したり、保護者や地域の方に来校していただき、
一緒に遊んだり、地域の自然や文化を学んだりして、地域の方とふれ
あい、楽しいひとときを過ごすことができた。 

◇ 子ども祭りでは、参加者より｢朗読劇とても素敵でした。心にしみ
てきました。」「みんな輝いていました。」「一生懸命演ずる姿に感極
まり涙しました。」と感想が寄せられた。そうした言葉によって、子
どもたちは地域で自分たちが大切にされていることを改めて実感す
ることができ、また自分たちが練習や計画･準備して開催した子ども
祭りの成功に自信をもつことができた。 

 
＜課題＞ 
◆ 朗読劇発表等児童の学習の成果を披露する機会は、広く地域の方々
に学校に来ていただけるよう、手だてを考えたい。 

 


